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ま え が き

1）．この速記録は、昭和55、一56，57年度文部省科学研究費総合（A）

 によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行で・鈴木雪夫、竹内情、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広佃純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三瀦信邦ミ森博美ミ山元周行（・推進係）

2）イシタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を、

得た・その方々のお名前ヰ、別巻を参照のこと・

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

 そのほか、話し手と聞き1手及び関係の協同研究書が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが・話し手・聞き手・研究．

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希撃する方は、代表

者がコピーしやすい形で保替しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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江見・本日は、一日本坑汁学尽り草創のころからの歴史を

板1）返りまして、この時期にいういろお．聞きしてお6’」な

ければ1貴重な経喝食、エビ。ソードケピが’開けなくなって

しまラとllうことで、抗言十字今の長老（先生方・にあ・／人

す’’っヒヤリンプ書レておリまして，ちょうと・私が1伊大知

先生。担当を仰せっかったわけて・す。    也

 ますI景初に伊大知先生から、日本統、盲す学会がでさた1当

目寺（雰囲．気、あるいは人用欣、穏・れグしるエピソード、マラ

いっトも二心ポノまレ戸1ら、1辛’つぼバ誌レ」いけIl・1れ

げと厄・います、

伊大知 け～いま～工見先生のお尋ねド基・っいさまして、

て・・さ上か1っτ・ごろつ日本統書†学会成平の李柿言、ちょっ

と兵・言古ししIます。

 実はβ召和ヰ（両届・9・・卑）、いわゆる国際統書ナ学会（l

s工）の純今が・月本て・開一かれ六（んです。日本てI＾μ会場苔

国会議・1事堂卜哀めまし了、ラのときに政府が．ら正べに工’

s工に呼は’’れた日本人ハ先生方1寺、一柄ていラと藤本幸

大部先生、束穴ていえ1ま’．馬野岩三郎先生・そラいう結局

赤し・いさん先生方卜’けが時ば1れナてんで｝す。

 その当時、若子のちゃさちヤさで11才レこそいま．月本

4流言す掌をしょって立ちたいんナ～とかんばってい仁人斤1

ちは、全然呼ばれなかフブ（。・．その人テ（．ち・は一・人で妄Pる中

山伊知’Y先生、森田優三先生、有9天応乙先生、寺尾琢磨

先生汽ちて’《られ木とノ忍うん・で’す。千のオマか・、工S工

何するも勿で’、日本の国内で流言†学会をひとつフ＜るラ
レ1ペイいが。予れで．’ﾂくり上一1プブ・州・、日本統計学～ぞ

っ1・わけです。
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 け（がフて、日本紙言ナ掌谷がで’き上が㌧たこ、ろ（雰岡

気という引よ、中山先生、森田先生、有ス先生等一（属レ

てれれ1・学問小野パいがふん1・ゾとして1丁るわけて『

す。一言で1ドえば・要するドネ士会経済統書ゲネ立会経ヲ脊湖

の流言†学者バ集まフてさまして、戟筋から七人教κグい
、！ぐ集まリまし斤・。しナ・ダて、石打瑳内容も、けとんと‘．ネ±

会経済的な朋莞ノか野が多かっテ。わけて．す。研究幸反告会巧

記録毛見れても、付．．1・・ジんです。すてヒえば国民所

得剛れか、てういつプ1系統れ’～・打申1－1著い、

 て（当時、流言†‡会合諏、今紀といラんです＾、孝艮告

書を、桑山書店でヤ了てくれていflんです。昨年r犠牲
的㌃出版をしてく’ ﾘま．レて、毎耳耳報を出レていれわけ

です。て’の年諏が’／冊†’っ統書†掌今（．李務所に取ってあ

るはす1です。・てれモ見れげ、てグ1当時（研究内一容が、わ小

りますけれと一も、とにかくて・き上が、フ†て雰圃気といラ（

が・、まさ‘て工S工にP予ば1れなかっブ（老手の一 lア（ちが一、！3・

んまん十る方ヶ／つくリ上代小・日本統書す学会一で．ア

がら、ある君峰で’了シデ／ぐンツンケんで＾す。．レφ・レ、列

に正面からけんつ一して’いるわけでIもないんで’、日本（†

で干れ苫機射1学会か・でさすくという二とは、井苧に訂I
べI一

ｳことドっナてわけて’，す臼

 雰囲気ヒしては、一いま」・っ右・よ．うにネ立会．統計、綿紙

言†の分析バ主ですけれど・・も、その当時1まま㍑ド言十重降

済学1柱も小動いでなかl／・。㍍1・・動さ出し†川本、

戦前で’もだいノ｝∵星くなってからで’す。・例の・930年ヒいラ

年が・、了ノリカで言†量経済学令ヒいラも（カ＼てhさ十似っ

仁く茸なんて・・す・。 しゲ♪＼・って、 てのころから、谷国て’言†重

律芥学（重いバでさ知ぺてわけですから、日本で．‘級計亭
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会肘でさ†てころは、ま†㍗の動きは人フて1－1ないわげてい

す。

 てれが一マろそろ盲す童経済学的な効きに移フ7さト引ま、

結局谷大字の若手（享至済統計の先生方バ†・くさん参ヵ・し
て、’ ｻム研究．を始めプ・。てれが日本統計学今の最初の生

い立ち†マっ仁わけ下I．す。

 て（二ろ’は、大体同い1頃向の人州各大学’で．集弐ソまし

にので1、⇒ド苧卜1秦増ケ才走湊が’て・きまレて、内音ア的には何

らr門題なし’て発展レてい・った一 墲ｯで1す。そ（、串、、打常

にヤリよかっ仁というか・一気符ちょ水フすくわけて”すポ

 ての当時の統書す宇合の事務所1よ・ど1ういラわけで’すへ
続王璽方汽允言†局の中の局長室、 森田先生．巧者アー屋に置づ、れず・（

んで’す。森田先生が』ず！っと局長を．ヤって片られアこがら、

そラいラ変化七なトプ六・んで・1すけれとぺも、事務戸ケ圭統書す

局の†に置い了いて、てこて’・いろヘケ・毎年の学会を開く

プ（めの事務ケん小きヤっていブ・わけで’す。

1工見 すて刊1〈て．つとき1（1ま、森田先生は統書†局長ガっプ・

わ。けて’1すか1

伊大知 局長は・4年間なさ・フ†・んで一す。これは、その局

長（終わりこ11ろ4時期マ・・す、学会州て・さす（ヒさにけ、局

長をなぐっ7い．まげて。学会（会長は奉固さん毛やフ手

レ、これは算7氏か冬リますから一1μ一のI人々七一次刈てか

わっていフプ（わけで1す。けれど1毛1事実上仁事そヤって

いfて．のけ、森田さんていす。森岡さん巧そげに積幸子寸ん

というす／性ボ／人いまレて、この人朴桃考みたい㌃形で’

やフていて、．タド日リのお手伝いは杯がヤっ†てんr・サ1．て‘’

すから、〈る一時は、一森田一伊大知4本釧」というのか・で・き

上が’っトよラナ4’力・っこうて．’、ケしヤリ過さ’’た～とか、ほ小
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からナぐい3・，1うらま一打仁てとも友つ戸でようです。 けれゼ毛、

その†てめに統計学々・が順調に並んで一いっすてんて’．す。朝’前

の動さ という。リま、 大オ本てラ ㌧・った匂いてへ進んでいった

わけて吋。

ラエ見マのヒさに、いま東京の方け’けか、＼中核にナ・。て一

おられ†（5うな感レなんで一すが1、関西（方はいかが‘て’．し

ようか。

伊大知 関引ま、こグ1ころは毛ちろん水谷一雄さんとか
家本去太郎さんヒかの神戸大学外先生方のほか、大阪大

の先生，菜都大学、関西学院大学の老先生才州まとんと’’

参ヵ口しておられ㌧
ラエ見  京老頂大学勿ま巻〕リ先生ケんかはま†～・・・… 。・

伊大知 捲川さんは会員レーヤなかっトんじ’ヤないで’すか。

あ（人は、少レ偏屈なんで‘す。そういう掌余にはへらな

し、。

ラエ見 高木・秀言先生なんかはそらこうは・・・…。

伊大知 高木秀亥さんは入っています。それか；関西学

院大宇の国対市郊さんなど．’は最初か；入っておられ㍍

同時ド、倉介（お乗手さんす（ち一を盛んに入れまして、関

西碑という引玄ヵ・なリ多かっ・プこわけで’す。

ラエ見 ぞうず芦と・学会など’11式・．いま（よう1て関庫ヒ閤

西ヒ文互にヤリますそいレよう。マ乃ころがらすてへ1こ一一・…。

伊大、矢口  それが一あるkめに、 関東†∴けでヤっ ちゃいけな

い。箱’雄を境にレて、関車、関西で！年管きにヤ多うと

いうことになっブ・んで’すハ、それをヤっていますと、実

は関東伯リで少し不満が’起きま∴レて、関東ドけて．’郁今をつ

くろう。ナ・とえ｛ロオ／会館にケ数ナ～け集まフて、研究報

昔苫ヤろうという関東邦会というの老っくっプ・んで’す。

              4

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



三角、立体裁何ヒなっていたわけで・レよう。それがI、太

平ラ予戦争が’始まる・前ころから、毛っと中学技01・数学をレ

ベル了ソフしなければいけない、微積分巧初歩も入れな
ければい．けないヒいラ機・盈にケフ・たわけ。ヤきレいラ赦積

小そ中学校（数学」三取リ入れるといラのへ日本（中学
校ひ先生方（心願ア～っ†（んだ。

 てれて’、と’1こがら言古レア・らいいがケも昭末口6年はちょ

っと吉過き一’るナ）。

鈴木 鵬和／夕年くらいグー…。

田島 昭才口／ク年、その辺から行きまレよう，昭和／7年．に

専目改正という勿グあ、って、

 「昭和16年1月順よリ文部省内1ても中等学核教学教授

 要・日調査委員会が設けられて一、

  料谷 栄一、△木村 秋子、△．黒田 戎’勝

  佐藤衷一郡、 浦水原・矢部、 高木 貞治

 △旧中 衷遇、 戸田  浦、 両山  毅

  （△は友ζ草委頁）

 の諸氏一が’右．外（委員となク、昭ネロ1ワ等1月ポ～9日に

 ．要目家つ漆沃老しr・。・（「日本数学教育会五†茸史■）。

 そのときに、数学’つ第一頻、I第二類わ†rき斥わけよ。一

鈴木 「統書†的処理。か岬入フているんて’’すれ。

因島統書†と、いラつ1手・・ト学細算術ヤ算数にもヒもと

あるわげ．統計は確率布んヵ・よりす”フーと古いわけて・すよ．

ビラいラー恵口米（希元言†か1玄万リとレて。

鈴木 一・日常卑並†ル事項．二就キ統書十的二者象ス之レ・態度

←的フ確ナ〕レ旭三里ヲナス能カトラ養フ」。

田島 主’に、表1てレ．てハ㌧セントを戸rブ’ラフにするとか

なん〕・ヒいラオ支術（オに走っちIやうんア｛Iけれビ七、一
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応・そういうことが兵るわけでしょう。

 それでず’っヒ束て、／年に「享売言†的処理」があフて、

第今学与に「箇敏ノ処理一という（グ虫てくるわけよ．
重合本   「1順列一「系且冶＼セJ。

ロコ島  「確率」「二項定一1哩・。「有限イ国ノモノヲづ＼頬処王望ス

ル育．ξカラ展フ」 』いフのが虫できて、「順列、「組合セ。「確

率一「二眼定理」、ちょっとおまjプーみたいに、 ニハ並で、初め

て 「一確率。といラ言業か咄了くるんて‘’す。素タ学年、 旧

剛中学て回すから5学年まで・ある。

鈴ネ いガ．こ、れが’ちょうビ高校3年ぐ1一らい0〕感し’て一’す

ね。

向島 第5学年にいって、家1類の最後に「統計図表ノ
考豪。というのか・・あ・る。「彦教分布、τ平1均ト偏差、「ネ居関関

係。「実験べ・がI出てくる。これが昭和／7耳勿票日次王て’．、

もラ太平テ羊戦争が’始まっているわけ。

鈴ノ木 高等す学核ヒいラ勾も、内容が’一ま斥壷うので’すか。

田島 青は中学は男女列で、こっちjま少し．やさしくレす（

よラな壱列て’Iすよ。

鈴木11にジ、学年ド〕／早列・一律合セ・石室率・人1て

いますね。

田島、これが’昭和17年列ア丈正て一1、てれをど・、ラ．しナ・んだう

う。． ?a！8年の一票肩は同レ’毛へなんで’すよ。

舛：・∴・’「去文群書一パい・／年間・ヒい｛ホピ1いll

となのて1すか。

因島 戦予が・激レく．なフーて、こラいう要目が・あフても・一・

看冷木 。教科事か・．出版て’’きないわけてI’すか、紙力・、なくて。

田島 そうで“レよラ。「昭和17耳5月ト前しい要居は発表
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伊大知｛・ら、教理統計だけの孝員告はながフ戸。レ、て

（研究老バ特1（今長ド㌃られナ1人は、斬新に郵研（所長

で’お／人友っ汽かな．でれば荒録を見れば’ 﨑･リます。

ご一くまれドそういラ人ハなっすくわけ一て’すけれビも、大体

は経済畑（人押会長1て㌃フていナ〈レ、メンバ㌧の13・え方

も、て。会長さんハ自小（声のがかるところへ、と’’んど

んメンバ㌧を、3、やしていっ六・わけです。しブ・が，って、て

のこう1ま・メノ1．“一句算ヂ斥創的1ニソシ才エコ／ミ1！。7

ア～っ才・わけて’’す。

1エ見 最初、つまリ固隊統計掌会へ若手弓方マかお招きを
受性か1ナ・と’ ｢っ六・よラ灯とせ・バ・ネにオ・って、若・手

が’（ろレ’ �繧ｰすてという†（形ナ～っナ（んでしょうが1・いす．

れ国際統書†学会にある段坤て’加盟するわけでI一すれ。

伊大約 もちろん、そう・で’す。

江児 それは戦前で’すか、

伊大矢・いヤ、単揃はほど・んビ’い一フた・と思います。ユ

・口・関係しブ1“、森岡さんいへ・一・人グぐんて‘Iれ
三・くわずがです。

1生えそれ’よ、日本の流言す学がリ8エのレベルにまプ三か

有リ冊看す（フてい斥のせ、…一。

伊大知 レベ、ル（問題1ま．、ちょっと問題にれオ∫いと恩

、1・ます。日本〆うて相一当．進んで・・いトと恩ラんだへ問題

は、日本・中で、エ∫エ1て参加する一ことの意義を知らな

ク・クτ〈わけです、これに参一加レなさヤ国隊的rダ’メなん

†とということバわかってきたのか1、哉並なんてI’すね。一・稀

並にナ丈ると・森田先生1ま工∫一い副会長までけ・さ・っ寸・ん

でけ。そういう右いメンバ㌧て．’赤っ才でわげですが＼ それ

1ギけで1み／レて、われわれまで全邦1sエ11人イわけ
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て一す。その意義も、おヵ・しい話で・すが、す（とえば文部省

あトリが’十～ま知らケか’フ㌧工8．工に入ることはどう

い．う二とか、文吾ア書でべ毛知らないくらい。一報の人は．て

んケことはビ．うて’Iい、・いと思っていす・・ところか∵や子

げリ入っていると、いうい’国際的な関係パよく生って

くるわけて’’す。ヒいラ動さが’、戦前から戦後へ0／大きく

切ニンが1つっk動きヶんで’．す。

そ1てい閃馴い充計局にあつ1・事1名所1、恩いlllて

敏材に才多Iしたわけてりす。そ（前に鯛がくいえはI、統計名

（中÷い局長室から日本統計協会ドニ時才多レトんで1すヵ中、

詩肩、役所（中に置くという一ことは、労働芦且冶＼（オて．1’問

題1｝るんて”ザ専従者でi布い州でそこへ特別な邦尾を
フくるとは何事が。統計局自身励労働和合1て対レT、専

イ疋老．（部屋を与え々かったわけで1す。 てれなのに読唇す学

会だ’けは専従者か・部屋を堺フているのは．けレハら必い・

う一空気か・起きまレて、鰭肩、’局長室1まもち多んグ1こと、

統計協会、にも置けなくなっち十フた。析リドら数冊の方
でべ、・せ’㌧ひ身分八方Kよこ．レでくナて方いかヒいラ竜一向づv’あ

つナて巧てい、 ノ思い物フてラ度し斥十〕けてI’す。

1工見むレろ教病勾・方から……。

伊大矢口・千ラて1す。暑求’由＼1積植的に赤リましたレ、われ

われも大・い1（勧あナ（1わけて”す。

チエ見一中つ研究反け喜んでIいるか力しれ㌃いけれヒ・1も、

事務方一②オでいろいろ目有財産の管王星規則といフプ・問題

て’’’’’’。

伊大知 それ一1玄、ど1こへ置いてもラうナτんで‘・す。

ラ耳見 そレて、ちゃんと音下屋代を毎月払フているわけで’

す。
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伊大知 ピろが、教研列規則を見ますと、毎年、日本

流訂学会でべ報告するこヒとい・ラ条文バ人ってい、るんて‘す

あてこて‘’は、そのくらい統書ナ掌今を尊重しているんて‘Iす，

自小の業務ハ内容にしているわけズす。†～から、当紙兵

てこに覧いていいヒ思一うので’すまた、ネ1すところ川言

かにはなカ・乍カ・ないんて‘いす。

ラエ見 一時、統計研究会へなんという話も赤ソ美し戸1ね。

伊大知 統計研究会と掌今との関係ヒいう川ま、ことド
戟市グ）統計学会一グ■本貫ポ流言ナ研究会（づ本質と柞常に似て

いる、人いまヒんどI英一通パフナ・わけで’レブてが、戦後グ1航

言立掌会・体質は、統計研宴会とちょっと．走ってきまレた。

江見 戦前から戦後へ⑦切リガ・え、兵らゆる・ト群でマこ

て㌧打ん知れて’ A師係、新生何．ヒか会か1生まか、六（といラ

ことが・、ほか（小野でリ寸よ1あるんですガ’、統書す宇合σ、

場冶。、甑前と戦後（連続性はといラ・ズしようか。

伊大知 それは奔る時期に再開レましようという中し域
が、あフて、案ま？たわけて・す。てれで・昭和21年、戦後に

なっ て素ケし く 域ゴし し ナて巧が1、 すて レφ、二百づ百名・由、で．し ア（。

・そ《 と き は、 ま ナ～差文学戸車は そ う 多 くケか フプニ。昔メ全豪

を、再び募桑した・よラなかフこうになっナくわけて・iす一ヤ

1まリ大体華済メンバ」州多がフた。

テェ見 そ（とさは、ま・だ場所は統書†局9

伊大知 そうで・Iす。

ラエ見 先生パ台湾ヵ、；帰られて、積浜経専ぺ一ブ（一ん入ら

ナして・・一… 。

伊大知 がすくが寸・航訂局つお手伝いをレていト・わけです。

狽．戸生（＾手伝い走するヒ同時に、学／会・づち子伝い毛け（

わけてへす。 たヒえ．ば、 二とし1玄関丙巧と1、こ列掌核で十る。
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マの・矢は北海並・．ピてやる。て．ういう会場き’選定レナ・

ク、ラ麦まった学校とのいろん．な文彦を、大体和州ヤっ六（

よう！て言亘／た看．しています’。

フェ見 て乃ころσ苦労誘みたいケも州まこいざ’いま寸が・

伊大天口＼苦引ま1トンで’、よくやっトと思います。（笑）詫’

局、戸同題は会費というか、責周をピラい1β・ラに仏ラか

ということケんで・’す。’ v伽ラ引玄、／フの大’学て・間・、

そうすると直族そ（大学1・経費として頑すのか・、たしか

夕方ぐろいなんて’’す。

ラエ見 当時∩イ友幣価値で’。

づヂ大矢1コ それヵ’ぐ一壊÷年ナ～ん仁’んノ3・えてきて、／0万、20万1〈

なっ戸・句を覚えているんです。 ど’んビ！ノふ之ています。

それfよてナ1、ヒして疲レておいて、．それ以外に各大学て’自

朴二〕負担てやる二とか大麦ケんで・，す。ドから、引き受け

手が・ない、ケかなかやフてくれないんて’’す。 そこで’、数

耳前か・二話をフげてあ’く。ことレ、赤る学会差やります

才よ。ぞうず多と、来年1よど1ごて’やるということを、こと

レク）会場である人をフかまえまして、「君バヒころ、まだ

いていないし■ヤないが。・ヒいうことて．’、藍んに談し’込

克・わけτ・す亀予れてハ2～3耳前がら言書を下げてゐくと・

とI’ラやら先乏か・わかるんて『す’。

 二としノ（昭牙吋7茸）け、千葉大学てへすれ弓千葉大学で．’

ヤるしきにビ’ういう交渉をしておられるか知ら兆1すれヒ‘1

も、・来年け一関画ですガち、ピこへ持クていくヵ、とい）交

渉書ナ～’れ州ヤるのい。今でリ玄担当の理事がラ夫麦っている

んて．’しよつ。

ラエ見 大会・摂当理事がいます。

伊大笑口 てれ七＼’昔はなか・kんで’、 ほヒんと’・全都牙4古＼’ヤ
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フていナ・よラケ毛ので“す。業務分担が何もなくて、結局

森田さん・、績さんと、μ．、3人で’．白してい1・よ1な

もので’1す。

1エ見．ある程度家内工業的1てやうていたわけでIすね。

伊大矢口 ま赤1てうなんです。＼、それが一いろいろ問題の・種

て’む．あフす（わけて”す・絶えず1実ウ込まれていまレて、お

かしいビ’十ケい士・㌧いラよラなこと茎・いナっ十、す（こともあ

るんだけれピも、これドけ一生懸命ヤっているんヂから、
目’ �ﾂガって．くれというニヒて．’一・…。

ラエ見  ます（、人差（もノケな士＼っす（て1’レよう。

仔欠失口 いヤ、ふえた＜んです。初め200人で’戦後再開レ

て、 そナし土〉†〈ちまちイ吾になソ、 800二 600， 800戸5んで・

ブ・ちまちで’す。そうなリますと、いわゆる㌃ネ．な為では

芥ま．ない遠中か13・えてくるわけてへす。そIごて’、何かと悶

㍊起きるん．て・二す。

 そラいうこと七あフて、要するにあまソよ之心・帥亙

げ合わない会員毛て∵きてきすてヒいうことで’す力。昔は本

当に会知・・全邦自を五セ1・わけで1寺。何方・問匙吹さて

も、 まあ 「なあなあ、て’1済んナ～んでいす臼敢近はそう・はい

かぬで■すよ。現在はもう千句名で’しょう。
1エ見一い。。。。名を超之まレ†｛。

伊大知．これは大変プ～。てれがら範囲とレてカ、研究範
囲占＼’ぐ・っと広かっ六・で1すれ。さ充舌すとい．う舌nがと・ごまで・

伸’ぴ’・るかという見本み†〈いヶもので’’す。 レ．す（が’っ了、そ

の中（経済ですから、井串に・トごし・わけて・す。そ4土に、

計量程済学会かとんビん追んで『います小ら、昔の．ように

統計掌会て”なつがレい経済統計（研．発根告なんつ・．、あっ

プ（に見られ㌃い．干れ左憤慨して、どんピんやめていく
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経済畑の老い人も．いるわI ｯでtドから、その昔ユ∫工
に反タ寸レて’ qいうカ、、 伺・こう1一（日して日本で毛学会をフ

くろうヒ’ ｢フ㌃く若子の人たちヒ、・最並、いま勿ような傾

向1暖い．て十めてい／人と、同し・老手なん1・けれども、

時イ大がそれナどけ笠ラんす之。昔α岩手といラ“ま、本省に

統計学会をこういう秘に持フ七きプ（、本当の中心的な存

在がh5～6人あ・声くわげて’，す、関西を食グれば．十何人の

人が，、本当に統計学株の柱になっ抹わ’．けで’す。

チエ見 流言ナ学人口も少なかったで㌧しょうレ、そういう方

マは先、駆的ケ気負いといフナ〈ものもこ｝ざいま’しf・て‘’し．よ

う。いまは統書†学人口もふえまレす（し、いわ中る統書寸学

の充吠づ，げが1、いろんな掌聞分野の横の紐帯という6・、

てれを全部締あくくる共通項みr〈いな形で、統書ナ学とて

の応用が・受け取レれておりますかム．、広＜なったけれと・

も、何カ＼専門的ケ美的が弱一くなっブこというよ．ラケことか

廃レ1ら．れますね。

伊大地 そうで’’すね、そういラ大き・な流れが・・ひしひしと

感ぜられ多んで｝すが、ノ今＼日まで”そグ月い傾向（勢いか、一

ぐ1んぐ’んふえ．る一方で’すれ。．はっきソ要因をいいますと、

計量経済学柚発宜州打K女って．、・統計学細教理人
口か依察、としてどんと“んふえている。．そ（2つの要因か
｝、ノ今＼日の統書†学会巧ノド生格1まけっさリと涜わるお’ ｯて’’す。

」そこへ持ってポで、’ 攝ﾏ戸ケか孝文研す～といラことが1、一層

そうし・た（イ頃句を月月石重にレているわけで・す。人差文ヵ＼’あナしナ～

1寸教学的1でなフーてきますヒ、十はツ数冊かヤるべ・さだ’と

思い京す。

チエ見 †（ブ、人差文からいえば、・000名の中で’、やはソ経

済関係（方が、依然としてか生ク多ドわけてへすれ．
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伊大知 そんなにい言、すわ。

ラエ見  ウェー、トは低くケリましすくけれビも、ヤはリ無、ネ見

て‘1さ ケ し・。

伊大知 拝、視はできない一か亡しれまセんね。結局、一ちフ

ともノ3、えていケいんてI’すよ。毎年の増加の内容を見るヒ、

萎之学’沖1ポかりて’1すヵ・ら。

ラエ見プから・1大きく分けて降秤関仮と数涯関係と、人
口、考訂生一、医学宕

伊大知 ネ士谷関係といいますか、それがへす’’つとノ3、えてい

るわ一 ｯで1す。’子■至営関係がオ、えています。て・一すがら、∴わ

ゆる昏季ラ斉7o口．ハθ一 といラ も。ヵい、 すぞん・フー～ん身美く プ’よフて い

ることは確かで・1すれ。ウェートが、ノ1・さくなフている。

1工見・1小ら、．い・わゆ一る経済剛桑向ぴ統書す学会がら独

立して、・急斉統書†学．余ヒいラものをっ＜ろうでぽ㌃いか

ヒいっkよ5㌃ことを、ちょっと思う’ ﾄいる方もいらフ
レやるんレ．やケーいかと思いますけれヒ‘’セθ

伊大知  機・埋はあっプ〈わけで1す。私．か会長をヤブ7いる

ヒさ一 ﾉ、よ1言と一そ（提案をしようかと、琶っ†・ぐらいケん’

て・す。けれども、ま〆時期が阜いニャワげソ柿か実・フて

本当に熟しnれば、京ザタl／と落ちる。その時期き待とう
．とい戸ムーが、秤〔意見オ～つトんです。無理1（実をヲ∴きち

き“・る．と・か乍ってげんかのも．とKなボレ1・中・・1て．・熟

柿が’ポタッと落ちろまで待と1ヒい1；千．だ111て一んで九

確がに動きはあるんて・す。

｛現在・紬1一フ／一で．・いけけ学会羊フ／
’って毛、計量経済学会七勿統合か門題1こ㌃るわヴ7・す、

ラエ見 フまリ統計学余の梓（．中で．も満プ・され・ない、そ・う

かと1・一dて、言十量経済学会に人フても満仁一さ・れケいヒい
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う分野ヵvあるんT■すね。別にコンピュータ生値わなくて
も、 てろばんをはし1い芦リ、音通の電卓てllでさる範由’肉

で1やはクヒスト／カルケ統計≒経奔と・緒v’つさを考

えよラーという．ことド・関心列赤るグ）レーブもいらっレや

います由・・ら。

伊大知 そラケんで．1す。いろんな傾向バ’赤ク孝」し了・そ

れをいいま寸と、実は款事者自I身か・てラなんてIlす。教学

会τ1報告し仁方がIいいような研究、も流言†学会で，ヤ’フてい

る人です。数学冶＼へ椅っていくとこ、ど’う七評判がよくな

いという。州．あって、呑売言す学会という毛。のノ必要今生を、

致事者自身か・再認識レているんて一す。   ・・一・

江見科自身は、琉訂掌創ま本来、学1納ケ掌如真里．
プ～と、思っています。

伊大知  でれば・統計学というも弓ハそうなんて，．す。

ラ±牝†ぞから、むしろいうんケ方州・統計学ヒいラ共且

雌帯て鳴ばれ・ること一によgて、・伽中野外方㍑研究
内岩、とか、、いまと・ラい一奄ｱとを十って右られるのかとい
う情報を交操する法と一して考えれば、ま六・秦打ζな読計学

令勿意味づ1けといういが・出てくるんレ付い札
伊大麦ロ 一†｛’ヒ尺、います。 お1っしヤる上おソフ． と。いラ巧

はし統書†学わ毛〃ノ／主格ポ戟苅土ういラこと抑台ま
一けさ！†ゼ…ぶ左’ ､んてけ。†ぞから、学問・～陸賀自身

バ・、お・（ずからそラいう特徴を必要ヒするパ・も・しれま

せん、

1エ見．†｛’・から、教揮関係の万は、どちパ・ヒ．いラと方法

論（開孝石一開発て’’こ”ざ’い’まレよラレ、われわナし急委ラ斉＊棚の

．万はそれをとhラいう・3、う■て現実リ±倉に応用立る由・とい

ラ応用鴻て．’、ご’さ’’いますから、．どラレて毛丙万州車の両輪
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で、ち・互いに初瑳琢磨しながら、大きく疏訂掌とぞ勿応・

用とい’ ､形で’まとまってい㍍
伊大知そうブビ恩います。卒実ηなんだけれと・・も、
数学碑が・放わ・・多くなって一 ｳいと、㍑教掌陣（報告を
一組g経斉陣⑦方が’聞かないんて’．すよ・

ラエ見  まブ’（、 聞、．・一でもわヵ、らない。

づデ大知  てこが’問層なん’ナ～。

ラ〕二見  プぞカ、二、 ち・互いにノ書＼孝斗ノ会トわ＼1あ？て七、考寸くところ

は沃まフ・ていろわ一才で．Iす、ポ／っ／つの分科会雌万三

二統書†宇合ド生っちヤっているわけですね・、

伊大畑 統計学会（盈営はむ一ず’φ・レいんですよ。

★見 分後勿翌営はもずかレいでゴすね。埋菖の仲方にょ

フち半うまくいくんドが・、一い．ま（まま・ゼビ分割されブ・ま

まで、お互いに隣は何をする人ぞ’という慮びで’、てれわ＼’

緩ヤかケ連帯でくくられておる1
 そ4ネ土瓜経斉的なっ則面1てっいての卒用といラ点・で・最

初のこ引打・とえげ’国民祈得とか、そういラ経済関候巧

老巧1（かなリ関心が二向けられ六・ということで．’じず（けれどh

も、やけソ時代によって、てういラテー了勿重1ξ・は移っ

て‘きている．／●でレよラね・。

伊大知  それは変わります。
テェ見  戦時中に、トと亭、げ国家総動員なんてこ’とヵくいわ

Iれr・とさに、森田失生一わ天冶文先生②甲．夙貯蓄？雄訂

とハ、舳いうい州ギくけ記憶1て残っているん下’’か

伊大知や1よリ・国民所得の研究ということで”大声・くく

くれるんて1す、国民所得そのものの研究（仁方が＼ブ～、い

柵わってさていること．て．’し牛グことに秘・巧祈SN
Aまで1・行きますと、ブぞいノ3（’隻ってくる．ので’。
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江毛 私も一柄大学、先生セー橋大宇の名誉一赦授て・1いら

フ．レヤるわけで，すが’・統計宇合ビー柄大学との台、がわツ

ヒいラ巧は’ A 省ネ刀、ヂ山先生ケと’・が’若手のこ、ろK、族上

げをされナてということで1、かなリ統計学会1てコミツトレ・

ているというのか、’ �¥1て・畜捧な関係て一来ていると思う

んて・・す。第一、会長1・、なられ†（のが・、中山先生、森田先

生、伊大．知先生、山国先生二ほかKいらっしゃ・一・ますか。

十人。

伊大知 いるかもしれませんかh、ちょフと思いっ’かない。
gエ見   だ’から 、 ネ刀期η 二 ろ、 単ミ煎rから学実後1ニカ、・げて、 系禿

計・学！会・小な／・硝悶、≒ラ．いう・・一うjでして凄剃・関係

を一持ってあっすくわけてへすけメヘと∵も、．手4どもの代にケリま

して、何七なく較差1（なフて一 ｫブ・よ一うな施U’がし表して、

非常に残念オぐし、．圭k責作を感じてあ’るわけで．す。これ

は、’ 搆v．学会（性格（変貌ともある程度閃皇州ムリます
カ．

伊大知 ですから、こハこhろは、私は一あまリ炎にしない

こヒにしているんマ’’す。 自然（戎ソ行きとして、そうケ

るんいやないがと思ラんで’す。

江見1÷が・ら、そ勿剛行さ・に任せるムがいいのか、こ

の皿で’緊揮．一着、ソンォエコノミツクヶ側面を強調す．る

よラ。㌻4一ト1を座ソ上げ、て・いくのがいい列か…一㌧

！テ大知・てれ1ガヤ．l1ず／研究テー㍗整理して・幾っ

ヵ＼並行レてやるべさレ，やケいかな。坪会老つ．くると・ま

kけんか勿・もと・にな．るんで’すよ。ナ～かち、研究テーマで’

集めて．＾ないと、

 運営巧問題では、骨を析ソましテ・よ。
ラエ見 終戦、直後の話て㍗すわ．。 千一れとも一…・・．・
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伊大坪  亭冬戦直イ麦バー香苦労レましナ（れ。結局、タド（雄一

目し。問題バ大麦ブったんてI’す。それをやっ’六ことがな

い人は、ナ～れも認1めてくれないんだ。文句ぼ’かソいって

いるんで’・すれ。

ラエ見 黒手側て徹レて共られ汽から、タト八人はよくわか

らない。・と㌧÷フて、列一に次月恵するどいラほど’のあれて“も

ないといラような：ヒでべ、結局犠牲的精神で・・…1。

伊大知 一でれて一ぼく、 おこられた玉とかふるんて∵す。妙

な言い才をされまして、「おまえハ晩会屋み寸（いなニキを
やるな、と、ムこられア・こξがある。ところか、考え．て

みると、そういうことを発言レプ・人が、実は絡会屋なん
て｝すね。

芦．見レかレ・学令ハ運営なんヒい一うも川幸一ノれφ・バ

ヤるア～ろうと恩フてみんケか’高みの見物をして亭づ㌃ん

で’’1よ動かない。やフはリー†～れかがやらなくちゃいけフェい。

そういういわば貴重な存在ヒいうか、犠牲一的精神をお持

ちの方が’何人ハ’いらっしヤいませんとれ。

ラヂ大知 いま私が一番印象弔に考えてしへますっは、・奏回

先生の努力て吋れ。一これが1一春大きいです、もしあ巧先

生が’、 あナしk’け4努力を 糸 て・こて‘Iしケカヘっ たてら、 い享巧

舳．残ち・ナけっプ・んレーやない占・と思う。

ラ平見 あ＾先生は、統計学に始まフて統計掌に終わると

いうか、統計学卜殉し’る’といテか、終始十重レーて．日李統

書十字・会＼、 あるいは亭売言十字の 発展（ たくあK、 こ‘ソ、力 な‡っ

枇わけて．’すれ。

伊。大矢口∵「統計蓉と私・。といラ本を忠されプ・でいう、。

ラエ冬 それから「統書寸屋歴私託・ハ中に、がなリいろん

ヶ詳レいことを者ヵ・れて六リますら・ら。あ句中に書かれ
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ていうこと以外で一、森因夫．生はお気プさ1てなっていない

よ1．う。方ごとで‘’、伊大知先生が’お気っ’’‘きになフておちれる

二とかあれば……。

伊大矢口・，やっぱリぽヒんと・12人二緒ド動いていましナてか、

ら、私ドけ知って一いる・ことも生いと思う。

ラニ〔克 ぼく1ま、昭和2σ年代（終わりから30茸代ハ和州（

統書†学令に入れていすてす～い†（んで1すが一、音け学会ハ皇隔

才色で’ A レヵ、セ麻まツ孝子フたこと外ないよラケ四丁てい、たと

えば高才玄ヒか、そラい’ラとこうτ’あつプ・も（で“すから、

学会1て参加すること毛さることながら、そ（町へ行フて・、・

いろんな見開差広ハるといっオ（ようケ乗しみバ、．もラ／

フあソ麦、し†（ナよ。

伊大知それを大い1て利用レf・ん・です。ナ・ヒえ1丈∵来年

は金沢でヤリますよ。北陸路を音文歩するこIともいいし’ヤ

ないで’すか・、幹事をや一っていながら、マういう勧誘をし二

たわ1すて州す。それで’ぢこられすてんア｛、あんまツIヤリ。坦ぎI

ドと。’、

ラエ見  レかレ、統書†学会はわリとっフまレい学令で’すれ．

ピIんちゃん騒．さ‘’しないし。

伊大夫ロ カネバな・．・からね。

ラエ、見 エン9一テイジメントヒいっ汽っマ、、知れ戸4句
て’．すい

伊大知・’ gは偶人的な集ま1て・，しナ・けれ．ヒ‘1も・掌紬あ

一るア・ひごビ1て一、学会のある町へ行きますヒ、そでに専売

公ネ土が・支局を持フているんでIす。その麦肩の並’ ?B私ナ・

今を呼んでくれまして、秤の音怜に人フて／l†て直中．、一

橋や慶応の直中が多かっだんで寺けれど、も、7～8人一

声考になって．、 一専・亮公ネ土のいろんな催」レに参カDしすてこ とき
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覚えています。北海垣で■七、四国巧高払で’七そうでしす・。

いろいろ特別郁至、駄を．しまレて、あIも、レるか1ブ・。自分

ゼこいぺ’い31ノ利益ヵY浜っτ・．んで‘’木

ラエ見 ・いまてへも統書す学会（名簿を見ますヒ、一楕大事と

並んで’、．慶応・大、掌が・多いで・すね。赤ナ〕まと’’ういラ関係…

伊大知 中山先生、森’出先生γ（ちとご一緒卜、発実ノ者．つ

／人に寺尾先生か人フて・お・られるかちてへしょう。

ラエ見 寺尾先生は、最初の旗上げのときk参カロし了おら

れ†・。

伊大知 そ’レて研究内容が、一楕と度応ニヒ．1よ柞申に似て

いトんでレす．東大と・はあんまリ・並行してい㌃かった甘い

．が・手老本屋らなかった㌧・．

1工見1 ｱこつ紙1ナ祈究会ポー橋と層乍ヵv’多い、て‘’いプ

人脈ピ1・1面で1ポ．†一げ／け関舳る朴もしれな
い。

伊大約  発生者甫の統書†学会の流れから来ているわけて．・

す。．

江見 統書†研究会も、一桶ヒ慶応でもフているような一も

・で’すんてけこ幸い1ち十しから朴る～しけい
が’。

中村（統計研究会系各号条却長） そんフン感じIで．すれ。

伊穴知事実そうで・・しょうね。一

1エ見ラ1いラ草創．グろの諸先輩叶で’・すて11千み七
くなl／トなっア・方もいらっしゃいます・から、がグ5．ツ…∵㌧

仔．大一知統計研兜抄・σ同茸1～小か、・g周年1÷二・つ†てか・

てういう1と柵いれや小休バ川法し手札
中村20同年の雇談会が・あリまし㌧
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テェ瓦一あれ｛統計学令を含＾ケいて’、統書ナ沸令〆’けの。

レ．かし、メン・パ㌧はか剛ダプフているかカしれません
ね。

イ芦大＼矢口 †～い京Iタリフ｝っているてリし一よう。

うエ見 そラいラ記辞毛利刑していいんゼな。私ピ’わ、い

k卜’いておりますから。

 最初の統計学会・（こう、入谷ぽあずかしか吋ソ・です
が一

B

うチー大知 ヤはソ椎慮一です。いまと同し’、会員2名の推薦。

1エ見 昔はよく新入会員1よ、壇上に虫て氏名を名乗フて

・…一
ﾆ一｢フ、†1ようグとか’、I ｺ川幸統計学会し1けいか

な。

伊大知 それは、新会員が’最ネ刀に報告（とき1〈。’ケるプ・

げ報告差するように勧一パ・；りまあリます。だけピ、新

春員†｛1からといって、あいざ一つ．レト‘こヒ1よない。級・合の

ときに∵今渡はこの方かり新会員トなソましトーと網イドは
レます。そ列ヒきに、声て宣伝をやる人‘ 烽?鰍ﾜしナ〈が。

テェ見 昔の方が、入会といラニとが’ずっと厳レがった・よ

うな薦じ’ヵく’しますれ。

伊大知 結肩、娃薦が厳レか叶ζんで．’すよ。

ラエ見 い．まは機・械的1・というか・・…・。

伊大や林員の候補を埋ってくる・・でしょう。逸事ヵ・ケけ
．れげ入谷I轤驍�ｾといラこ・とです仏言平識員（反対がな

けれげ。

・ラニ〔見・こち・らは学林に人リ六ていと黒フ7も、τまτ｛’君は早

い・ pてこヒで、なげか雄薦レてもらえ’ケか小。
いまはそんなこと全然ケい。

伊大知 ナぐれでも入れます。
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256ρ5

ラエ昆 あレろ、多々ますます非ずで、会員といラ外1古ノ会・

黄を出してくれるお客様†ぺ。（笑）

1チ大知そうい1、ξでは’、ナ｛い雌落し一ﾜけね。
1工見いわゆる学令・純度ヵや低／なっナ1。

伊大知はかの舛即事会ヒ比べて、落ちるんズは．ない
かヒいう気．はしますれ。中で｝ヤっている研究そ（も川ま

沃レて負けないけれビも。

ラエ見 王石混清といラ面が’ご’ざ’いまレて、、学会に名を圭

わている、会員名簿にる前圭記載・して毛らうという．こヒ

で、学会1く一ネ重巧ヘッジをしているというケ建ぴケん．で一

すね。

イチ大知 いまでも、たと一えばユsIαメンバ1一で’すヒい

うことけ、リつけな履歴1・なるんで’す。統書十、学令列今夏

で’すといフても、いまあまソ履歴1て一ならない。役買1よ別

ナ～け才／じと1も1。 一

中村 いまエsエのメンバ㌧は、何人ぐ’らいいるんて・す

が。

伊大知 メンバ1一うソストを、、毎年角こうから送・ってき

ます。篠原さんも人っているはずだから、雫売言†研究今へ

も来て・いるんし一やないかケ・

 ユミエも最近1よ落合ぶ’れまして・会貴バ足け1・から、

各国でメバー‡ふヤレて／れヒい1妾牟があるんれ
江見 むしろケ．か㍗’入れてもらえない．といラ方が∵権
威が’あフて・…・・。

一ブヂ大：．天P あれ1ま、一推薦かhあす力・しいん・て’’す。すて二Jて・会員

になフセいる日本人わ・2人、タド国人3人の推薦加ないと、

入れない。ての雄薦が・あフて、星．挙の候神者トなるわけ

ていすね。そφ・欠の星学のときに五るヒ、入りよしす・とい
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うことで一す。

私が点て一 ｢1いは戦後．てけけれビ巾、タ1国人の
十列推薦老を探す川て青を抑ソましア・。日本人は玲らも

あるんドけれピわ。詳局し ロンドン0／統計局長ヒ＼占・、オ、

ランダ（統計局長、もラ／人アメリカの人・3人は≒4’ヤ
ブ． ﾆ見フけまレて、でれば個人的に子紙巧ヤ．リとリをし

ていまし†・。そラしナ・らナーケーになソまして・、すフと

垣．一つす（んです。

テェ見・ 予れでは、 き ょ ラは こ （二五て山亭帝あ く く リ ヒ し たい

』、忍し・ます自

供大知・あまク、冒、い出寸なくて一 ﾏみません。
ラエ見   どラ も あ リが・と う ±いさ’’し・ましす（。
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